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D + T → He + n + 17.6 MeV
このとき、反応前の重水素と三重水素の重さの合計より、反応後にできたヘリウムと中性子の重さの














































































概念を追求するために、Heliotron J という装置を発案・建設し、1999 年より宇治キャンパスにて実験
を行なっています。図 3は Heliotron J を横から見た写真で、主要なパラメタは主半径 1.2m、プラズマ




の良好性を同時に兼ね添えています。電子温度 1 keV（約 1000 万度）、イオン温度 0.3 keV（約 300 万度）、




























Heliotron J 装置には、NBI（30 kV, 2 MW）、ICRH（20MHz, 2.5 MW）、ECRH（70 GHz, 0.5 MW）
があり、プラズマの生成・加熱に用いられています。このうち、ECRHはオーミック加熱なしのプラズ
マの生成に使われており、密度 0.5 × 1019m-3 で 1000 万度（1 keV）の電子温度を得ています。この温度
は太陽の中心温度（1500 万度）に近いものです。ECRHでは、電子加熱を行なうためにマイクロ波領
域の波を用いますが、図 5に示すようなジャイロトロンと呼ばれる発振装置を用いてマイクロ波を発生
させます。我々の生活で使われる電子レンジもマイクロ波（2.45 GHz）を用いますが、大体 1 kWです
ので、Heliotron J で用いているジャイロトロンのパワーはその 500 倍にもなります。
ジャイロトロンからの発振パワーが大きいため、通常利用される矩形導波管を用いると導波管内に励
起される電場が大きくなりアーキングの問題が発生します。この問題を解決するため、Heliotron J では
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図 5　70 GHz 0.5 MWジャイロトロン
図 6　グレーティング偏波器 図 7　パワーモニター
